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　あるところに、太郎さん（80 歳）と花子さん（78 歳）夫婦が二人き
りで住んでおりました。二人には他に身寄りはなく、買い物などもいつ
も二人で出かけていましたが、太郎さんが数年前に認知症と診断され
てからは、花子さんがひとりで買い物に出かけ、太郎さんは家で留守
番をすることが多くなりました。
　ある日のこと、花子さんが買い物から帰ってみると、部屋の中に真
新しい羽根布団が置いてあり、その上に太郎さんがニコニコと座って
いるではありませんか。不思議に思った花子さんは、太郎さんに「これ
はどうしたの？」と尋ねると、「よく分からないけど、親切なお兄ちゃん
が来て、『これを使ってみて。寝心地がいいよ。』と布団を置いていった。」
とのことです。傍らには羽根布団購入の契約書が置いてあり、購入代
金は40万円と書かれてありました。
　びっくりした花子さんは、直ぐに消費者センターに相談して、今回は
業者に引き取ってもらうことができ、なんとか事なきを得ましたが、こ
のまま太郎さんの認知症が進んでいくと、またこのような契約をしてし
まうのではないかと、とても不安になりました。
　そんなとき、近所の人から司法書士を紹介され、不必要な契約を取
り消したり、預貯金や年金の管理など太郎さんの財産をきちんと守っ
てもらえる成年後見制度という仕組みがあることを聞きました。
　自分のことで手一杯の花子さんは、今後のことも考えて、太郎さん

についてこの成年後見制度を利用するため、その司法書士に頼んで家
庭裁判所に後見開始の申立を行うことにし、その際花子さんが高齢で
あるためその司法書士を後見人の候補者としました。そして、数か月
後に、家庭裁判所は、後見を開始する審判をし、司法書士を太郎さん
の成年後見人に選任しました。
　成年後見人となった司法書士は、太郎さんの預貯金や年金などの収
支管理や介護サービス契約を結んでヘルパーの手配をしたり、役所で
のいろいろ面倒な手続を代わりに行ってくれたので、花子さんは安心し
て買い物に行けるようになり、太郎さんも今までと変わりなく平穏に生
活を続けることができました。
　ところが、5年後に太郎さんが突然亡くなり、花子さんはひとりぼっち
になってしまいました。太郎さんが死亡すると成年後見人としての役目
は終わるのですが、太郎さんの成年後見人をしていた司法書士は、お
葬式の時にもいろいろと相談に乗ってくれるなどして花子さんを助け、
最後に太郎さんの財産を整理して花子さんに引き渡しました。
　四十九日の法要も終わりしばらく経ってから、花子さんは、家や土
地の名義が太郎さん名義のままになっていることに気づきました。そこ
で、司法書士にお願いして、唯一の相続人となった花子さん名義へ相
続登記の手続をしてもらいました。
　それから3 年の月日が経ち、まだまだ元気な花子さんも、なにぶん
身近に頼れる人もいないため、自分の身に何かあったときのことを心配
するようになりました。また、最近は少しずつ物忘れも多くなってきて、
このままでは、自分もかつての太郎さんのようになってしまうのではな
いかと、不安の日々が続くようになりました。
　そんなとき、太郎さんの成年後見人だった司法書士が、「将来、自
分が認知症になったときに備えて、元気なうちに信頼できる人に認知
症になった後のことを今からいろいろ頼んでおける制度もありますよ。」
と話していたことを思い出し、早速手紙を書いてみることにしました。
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